
　
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
で
蕪

多
の
Ｅ
荻
援
Ｅ
家
プ
ロ
ジ

4
￥
4
H
a
!
y

S
i
z

Ｇ
Ｏ
に
も
認
定
さ
れ
た
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
（
本
則
・
岡
山
市
、
菅

放
茂
代
表
）
。
そ
の
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
が
初
め
て
海
外
に
飛
び
出

し
た
の
は
一
九
九
こ
年
。
パ

ン
グ
ラ
？
ソ
ュ
と
ネ
バ
ー
ル

で
難
民
救
援
活
動
を
畏
開
し

た
。
こ
の
二
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
恋
紹
み
台
に
し
て
、
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
は
次
々
と
本
格
的
な

緊
急
救
援
プ
ロ
ジ
ヱ
ク
ト
を

里
蝦
け
、
成
果
豪
ヱ
げ
て
い

る
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
と
っ
て
転

撃
と
な
っ
た
バ
ン
グ
ラ
デ
シ

ュ
と
ネ
バ
ー
ル
の
活
動
を
紹

介
す
る
。
（
文
巾
敬
称
郵
）

国
際
貢
献
バ

ワ

１

お
か
や
ま
は
動
く

初
め
て
難
民
キ
ャ
ン
プ
ヘ

　
懸
命
の
治
療
に
「
ア
リ
ガ
ト
ウ
」

　
一
九
九
二
年
一
月
。
一
つ
の
情
報

が
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
初
の
本
格
的
緊
急

救
援
医
療
に
飛
び
立
つ
き
っ
か
け
に

な
っ
た
。
そ
の
情
報
と
は
「
ミ
ャ
ン

了
‐
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
難
民
が
パ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
に
侭
ｎ
込
ん
で
い
る
」

と
り
｛
も
の
。

　
そ
れ
ま
で
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
、
緊
急

救
援
医
療
活
動
を
掲
げ
な
が
ら
笑
践

経
験
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ア
ジ

ア
の
医
師
、
医
学
生
と
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
を
開
催
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り

に
腐
心
ぷ
る
ぽ
ア
ジ
ア
の
九
力
国

に
拡
大
。
日
本
に
留
学
甲
の
医
師
、

医
学
生
に
も
交
流
の
転
が
広
が
っ
て

い
た
。

　
一
。
人
前
と
惰
靫
収
集
は
何
と
か
な

る
。
。
パ
ン
グ
ラ
ｆ
ｙ
ュ
に
医
療
チ
ー

ム
返
戻
弓
」
。
本
鄙
（
菅
波
医
院

内
）
は
即
座
に
準
備
に
取
ｎ
兎
｛
か
っ

ち　
６
陣
紀
預
り
切
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
４

ｙ
　
　

｀

亨一
７

し
か
し
、
思
い
が
け
な
い
障
授
か
で

て
き
た
。
す
で
に
救
援
活
動
を
展
開

中
の
欧
米
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ

（
国
運
舞
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
）

は
「
日
本
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
医
家
援
助
は
い

ら
な
い
」
と
言
う
の
だ
。

　
出
る
冪
は
な
い
状
況
。
そ
れ
で
ち

「
行
け
ぱ
医
療
ニ
ー
ズ
は
あ
る
」
と

菅
波
ら
は
判
断
し
ち

　
一
九
九
二
年
四
月
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は

捧
曲
蕉
司
医
師
２
Ｔ
岡
山
市
Ｕ
ら

医
師
四
人
の
医
療
チ
ー
ム
第
一
陣
を

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
送
ｎ
込
ん
だ
。

　
　
＊
・
＊
＊
＊
＊

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
パ
ン
グ
ラ
デ
シ

ュ
ヘ
難
民
が
概
出
し
始
め
た
の
は
一

九
九
〇
年
の
真
ご
両
翌
邱
に
は
そ

の
数
か
激
増
、
最
大
時
で
約
二
十
五

万
人
に
も
迷
し
た
。
難
民
キ
ャ
ン
プ

は
大
小
合
わ
せ
て
十
二
カ
阿
バ
ン

グ
ラ
ヂ
シ
ー
‘
南
部
の
コ
ッ
ク
ス
バ
ザ

ー
ル
近
郊
か
ら
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
の
国

焼
に
分
け
て
の
河
原
や
丘
陵
地
に
散

在
し
て
い
た
。

　
枯
れ
木
な
ど
に
ビ
ニ
ー
ル
を
覆
っ

た
程
度
の
粗
末
な
小
屋
。
井
戸
や
ト

イ
レ
も
満
足
に
な
い
。
水
は
週
に
Ｉ
、

二
阿
の
給
水
が
頼
り
。
草
む
ら
な
ど

に
は
汚
物
か
放
置
さ
れ
て
い
る
。
気

温
は
暇
一
辺
く
。
ど
の
難
民
キ
ャ

ＤＡのメンバーは懸命に救援バンダラヂシａの圓●キャンプでＡＭ

ン
プ
も
環
境
は
最
悪
だ
っ
た
。

　
難
民
は
裸
足
で
ぞ
ａ
い
の
習
慣
も

な
い
。
大
半
か
寄
生
虫
持
§
貧
賎

皮
膚
良
一
「
栄
養
宍
調
、
下
間
な
ど

が
薯
辺
（
ま
ん
え
ん
）
し
て
い
た
。

　
　
＊
＊
＊
＊
＊

　
や
は
り
、
医
家
は
必
要
だ
っ
た
。

が
、
活
動
許
可
か
で
な
い
。
日
本
に

留
準
甲
の
パ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
人
医
師

が
団
長
を
務
め
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
『
Ａ
は
、
「
バ

ン
グ
ラ
？
ｙ
ュ
人
医
師
か
母
国
の
逼

迫
し
た
医
家
冬
季
助
け
す
る
の
に
、

な
ぜ
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
な
ど
の
許
可
が
必

要
な
の
か
」
と
食
い
下
が
り
、
国
運

の
合
掌
を
取
り
付
け
た
。
難
民
キ
ャ

ン
プ
で
の
活
動
は
思
い
今
呑
ぬ
早

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
医
療
チ
ー
ム
は
、
言
菜

や
習
慣
の
違
い
な
ど
で
苦
県
を
強
い

ら
れ
な
が
ら
も
、
治
療
、
寄
生
虫
駆

晩
衛
ま
指
導
を
懸
命
に
展
開
し
た
。

　
自
前
で
粗
氷
な
宿
舎
を
調
達
。
難

民
キ
ャ
ン
プ
ま
で
は
古
び
た
車
を
レ

ン
タ
ル
し
て
使
っ
た
。
知
名
度
、
実

績
の
乏
し
い
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
、
Ｕ
Ｎ
Ｈ

政
府
と
の
交
哨
擢
舎
ゆ
傘
の
手
配

な
ど
に
奔
走
し
た
零
即
は
心
の
中
で

呟
い
た
。

　
「
立
ち
上
が
り
か
急
娶
ｉ
悔
し

い
目
に
あ
っ
て
い
る
が
、
『
゛
け
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
』

　
　
＊
＊
ｊ
＊
＊
＊

　
一
九
九
二
年
六
月
、
医
師
国
家
試

験
の
勉
強
’
函
隋
し
て
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
入
り
Ｃ
広
策
賢
賤
Ｚ
）
。
妓

は
衛
生
指
導
に
難
民
の
生
活
習
慣
や

価
値
観
。
し
彙
死
り
な
ど
を
可
能
な

限
り
取
り
入
れ
た
。

　
岩
永
は
ま
ず
敞
字
率
の
低
い
難
民

の
た
め
に
イ
ラ
ス
ト
入
り
の
ポ
ス
タ

ー
を
便
っ
た
指
導
を
始
め
た
。
人
物

は
難
民
に
似
せ
、
説
明
は
難
民
に
最

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
難
民

　
一
九
九
〇
年
、
ミ
ャ
ン
マ

ー
の
政
治
的
内
乱
に
よ
っ

て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
イ
ス
ラ

ム
慾
殖
民
か
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
に
原
出
し
た
。
一
九
九

一
年
に
入
っ
て
か
ら
、
こ
の

群
昏
宙
は
増
加
し
、
最
大

時
に
は
約
二
十
五
苓
Ａ
に
上

っ
た
。
Ｕ
Ｎ
Ｍ
こ
Ｒ
の
関
与

に
劣
り
、
一
九
九
三
年
十
一

月
か
ら
組
織
同
業
民
帰
還
か

始
ま
り
、
｝
九
九
五
年
末
ま

で
に
約
十
九
万
Ａ
が
帰
還
し

て
い
る
。

　
ブ
ー
タ
ン
難
民

　
一
九
九
〇
年
九
月
か
ら
十

月
に
か
け
て
、
ブ
ー
タ
ン
帛

鄭
で
一
郎
の
ネ
パ
ー
ル
系
住

民
が
反
歌
覗
ア
モ
｛
ｙ
展
開
。

警
祭
冨
と
の
衝
突
で
死
傷
者

も
出
た
。
こ
の
事
件
を
き
っ

か
け
に
、
ネ
パ
ー
ル
系
ブ
ー

タ
ン
難
民
の
ネ
パ
ー
ル
流
出

が
始
ま
っ
た
。
一
九
九
一
年

に
入
り
事
態
は
一
応
落
ち
讐

い
た
も
の
の
難
民
流
出
は
続

き
、
一
九
九
五
年
十
一
月
現

在
で
篇
出
難
民
の
数
は
約
八

万
六
Ｔ
ハ
。

も
分
か
り
’
９
す
い
言
語
で
讐
い
た
。

　
大
勢
に
説
明
す
る
時
は
、
集
団
に

大
き
な
影
響
力
を
持
つ
長
老
の
力
を

債
り
た
。
子
悟
た
ち
が
引
っ
込
み
思

案
と
見
抜
く
と
、
大
好
き
な
ピ
ー
玉

を
与
え
て
気
吸
5
1
い
た
。

　
難
民
は
岩
水
り
の
指
示
に
興
味
を

示
し
、
反
応
も
早
く
な
っ
た
。
笑
顔

が
広
が
り
、
『
ア
リ
ガ
ト
ウ
』
と
日

本
語
で
孔
を
い
ろ
廠
民
も
現
れ
た
。

　
「
緊
急
救
援
盾
勣
で
成
果
｛
至
げ

る
に
は
、
舞
民
に
つ
い
て
の
基
本
的

な
知
識
が
必
頁
だ
｝
。
岩
氷
の
手
法

は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
貴
重
な
靫
訓
痴
掻

し
た
。

重症のブータン難民を治療

するＡＭＤＡの医師

肺
炎
、

マ
ラ
リ
ア
・
：
苦
し
む
難
民

　
見
せ
た
医
療
プ
ロ
の
実
力
と
情
熱

　
一
九
九
二
年
六
月
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
本

部
に
ネ
パ
ー
ル
支
部
か
・
筈
鰻
一
・
｛
謂

マ
ハ
っ
た
。
「
ブ
ー
タ
ン
難
民
の
救

援
限
動
を
し
て
い
る
。
ヂ
即
け
が
欲

し
い
」
。

　
プ
ー
タ
ン
難
民
の
存
在
は
、
日
本

の
マ
ス
コ
ミ
は
ま
だ
報
道
し
て
い
な

か
っ
た
。
ネ
バ
ー
ル
で
地
域
保
健
医

療
活
動
痴
程
験
し
て
い
る
山
本
秀
樹

医
師
？
）
が
、
す
ぐ
現
地
に
飛
ん
だ
。

　
こ
の
時
、
自
国
歌
府
の
圧
迫
S

れ
て
黎
の
み
讐
の
ま
ま
で
ネ
バ
ー
ル

に
流
れ
込
ん
だ
ブ
ー
タ
ン
難
民
は
五

万
人
に
達
し
て
い
た
。
難
民
キ
ャ
ン

プ
は
ネ
パ
ー
ル
東
部
の
マ
イ
ダ
ー

ル
、
テ
ィ
マ
イ
な
ど
に
五
ヵ
所
設
漿

さ
れ
て
い
た
。

　
蒸
し
暑
さ
が
こ
た
え
る
気
候
。
難

民
は
肺
汽
結
膜
残
マ
ラ
リ
ア
、

下
『
栄
養
失
調
に
苦
し
み
、
死
者

も
出
て
い
た
。

　
ネ
パ
ー
ル
支
部
の
医
師
た
ち
は
、

首
都
カ
ト
マ
ン
ズ
か
ら
四
輪
駆
動
車

で
一
日
か
け
て
キ
ャ
ン
プ
に
入
り
、

医
屎
盾
ｙ
展
開
し
て
い
た
。

　
「
キ
ャ
ン
プ
に
ネ
パ
ー
ル
支
部
と

合
同
で
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
設
し
よ

う
」
。
山
本
は
気
が
せ
い
て
い
た
。

し
か
し
、
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
と
Ｕ
Ｎ
ｗ
μ
‐
）

Ｒ
が
要
拷
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
キ
ャ
ン
プ
内
居
勣

の
申
比
を
求
め
で
き
た
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

は
ま
だ
駆
け
出
し
。
パ
ン
グ
ラ
ｆ
ｙ

ュ
の
時
と
同
様
の
攬
だ
っ
た
。

　
　
＊
＊
＊
＊
＊

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
本
部
は
、
第
二
の
策
と

し
て
ブ
ー
タ
ン
勝
昂
竺
次
医
療
セ

ン
タ
ー
開
設
を
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
、
’
ネ
パ

ー
ル
政
府
な
ど
に
訴
え
た
。
こ
の
訴

え
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ネ
パ
ー
ル
支
部
代

表
・
ラ
メ
シ
ュ
ワ
ー
ル
ｆ
ポ
カ
レ
ル

医
師
の
絨
力
的
な
調
整
で
実
現
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　
山
本
が
ネ
パ
ー
ル
入
り
し
て
半
年

後
の
十
二
月
、
難
民
キ
ャ
ン
プ
迫
く

の
ダ
マ
ッ
ク
に
第
二
次
難
民
医
療
セ

ン
タ
！
が
顛
附
し
た
。
幼
心
の
保
健

施
設
恚
蔡
し
た
平
屋
建
て
。
べ
″

ド
｀
’
千
五
。
キ
ャ
ン
フ
ひ
ら
重
症
患

Ｍ
４
２
４
４
Ｍ
／
９

９
４
１

も
受
診
に
来
応
山
本
ら
が
持
発
‘

ん
だ
ｘ
豚
装
置
や
超
資
疆
｛
置
が
役

に
立
っ
た
。

　
「
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
が
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ネ
バ

ー
ル
に
資
金
援
助
し
な
い
の
は
お
か

し
い
」
。
幼
心
民
か
ら
こ
ん
な
声
が
あ

が
っ
た
。
『
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
メ
ン
バ
ー

と
一
緒
に
仕
事
が
し
た
い
』
と
ブ
ー

タ
ン
難
民
の
医
師
も
言
い
出
し
た
。

　
キ
ャ
ン
プ
で
活
動
で
き
な
か
っ
た

悔
し
さ
を
第
二
次
医
療
セ
ン
タ
ー
に

ぶ
つ
け
た
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
メ
ン
バ
ー
。

　
ネ
バ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
務

的
仕
事
’
瓦
苦
れ
て
い
た
本
部
職
員

・
成
沢
貴
子
（
’
）
算
）
は
「
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｃ
Ｒ

に
も
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
力
を
ア
ｙ
ル
で

き
た
は
ず
」
と
屑
｛
｀
蕪
く
し
た
。

　
　
＊
＊
＊
冰
＊

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ほ
今
も
第
二
次
医
療
セ

ン
タ
ー
で
ブ
ー
タ
ン
難
民
緊
急
救
援

医
芭
／
ロ
ジ
ェ
ク
ト
タ
総
統
し
て
い

る
。
バ
ン
グ
ラ
デ
ソ
ュ
に
は
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
の
活
勣
蛮
引
芦
爾
ぐ
民
間
男
院
が

開
院
し
て
い
る
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
初
め

て
海
外
に
残
し
た
足
跡
は
、
い
つ
ま

で
も
閤
え
な
い
。



皺
Ｋ
Ｉ
Ｏ
が
積
極
活
動

難
民
救
援
に
も
人
を
派
遣

国
際
貢
献
条
例
施
行
の
加
茂
川
町

　
岡
山
県
の
頁
ん
中
に
あ
る
御
津
郡

加
茂
川
町
。
バ
ー
ト
オ
プ
オ

カ
ヤ
マ
’
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

「
日
本
一
温
か
い
心
が
あ
ふ
れ
る
巴

蛮
日
推
し
て
い
る
。

　
人
口
約
六
千
七
百
人
、
農
業
以
外

に
こ
れ
と
い
っ
た
産
業
を
持
た
な

い
。
こ
の
山
あ
い
の
町
が
累
歳
六
年

四
月
、
「
国
際
化
の
推
進
に
開
す
る

条
例
」
を
角
行
、
そ
れ
ま
で
の
国
際

交
流
か
ら
一
歩
踏
み
込
ん
だ
国
際
貢

献
へ
の
取
り
組
み
を
開
始
し
た
。

　
一
。
国
際
化
、
惰
禰
化
の
今
日
、
地

方
自
治
体
に
お
い
て
も
新
鮮
な
国
際

感
覚
と
正
し
い
国
際
理
解
が
求
め
ら

れ
る
時
代
≒
条
例
で
は
こ
う
時
代

認
識
を
示
し
、
「
積
極
的
な
国
際
社

会
と
の
関
わ
り
に
よ
っ
て
、
将
来
に

わ
た
り
高
度
で
成
熟
し
た
地
域
文
化

を
創
造
」
と
う
た
う
。

　
国
際
賃
獣
の
推
進
沓
讐
り
込
ん
だ

全
国
初
の
町
条
珂
誕
生
の
き
っ
か

け
は
、
片
山
舜
平
町
長
（
六
四
）
が
郵
政

省
の
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
貯
金
実
態

加
査
団
の
一
員
と
し
て
バ
ン
グ
ラ
ヂ

シ
ュ
を
訪
問
し
た
一
九
九
三
年
二
月

に
さ
か
の
は
る
。

　
片
山
は
出
発
前
の
壮
行
金
で
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
の
菅
波
代
表
と
同
席
、
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
が
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
難
民
救
援

活
動
を
展
開
し
て
い
た
こ
と
を
知

る
。

　
現
地
に
入
る
と
、
開
発
途
上
国
の

農
民
の
暮
ら
し
は
あ
ま
り
に
も
貧
し

か
っ
た
。
そ
ん
な
難
民
の
た
め
に
、

日
本
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
照
犀
召
回

勅
し
て
い
た
。
衝
撃
と
感
激
を
仔
つ

こ
の
体
験
を
り
山
の
目
を
国
際
貢
献

に
向
け
さ
せ
て
い
く
。

　
　
＊
＊
＊
＊
＊

　
パ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
訪
問
か
ら
三
ヵ

月
罵
片
山
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
呼
ぴ
掛

け
に
応
じ
て
、
町
職
員
の
柳
原
冨
美

男
ｊ
）
と
石
坂
公
男
・
。
一
九
）
を
ソ
マ
リ

ア
ヘ
送
り
出
し
た
。
二
人
の
目
的
は

難
民
救
援
研
鰻

　
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
は
、
死
の
一
歩

手
前
の
重
症
患
者
や
痩
（
や
）
せ
細

っ
た
歪
一
。
た
ち
が
あ
ふ
れ
て
い
た
。

治
安
も
不
安
定
。
二
人
は
、
そ
ん
な

中
で
救
畏
態
動
を
す
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の

メ
ン
バ
ー
に
澗
を
打
た
れ
た
。

　
わ
ず
か
ニ
透
間
の
現
地
研
修
。
だ

が
、
貝
重
な
体
験
に
揺
り
動
か
さ
れ

た
二
人
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
本
部
で
救
援

物
資
の
枢
（
こ
ん
）
包
な
ど
を
手
伝

’
９
必
つ
に
な
っ
た
。

　
国
際
貢
献
条
例
か
制
定
さ
れ
た
の

は
、
ソ
マ
リ
ア
ヘ
の

砂
撲
緑
化
実
践
協
会
な
ど
の
団
体
と

連
携
し
て
、
国
際
貢
献
Ｎ
Ｇ
Ｏ
サ
ミ

ッ
ト
の
サ
テ
ラ
イ
ト
会
議
開
催
、

砂
漠
緑
化
限
動
な
ど
の
海
外
祭
勣
、

国
際
貢
献
・
国
際
交
流
の
研
修
会
開

催
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
け
入
れ
な
ど

多
彩
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　
町
職
員
で
Ｋ
Ｉ
Ｏ
事
務
局
員
の
能

勢
晃
正
（
£
は
、
「
メ
ン
パ
ー
た
ち

゛|

」

叉

カ
ン
ボ
ジ
ア
、
バ
キ
ス

人
材
派
這
か
ら
約
一

年
後
。
六
年
九
月
、

国
際
貢
献
金
屋
？

る
住
民
組
織
・
Ｋ

Ｉ
Ｏ
（
総
裁
・
片
山

町
長
）
が
結
成
さ
れ

た
。
会
員
約
七
十
人

で
ス
タ
ー
ト
し
た
Ｋ

自
治
体
、
民
主
団
体
な
ど
中
心
に

１
０
に
は
現
在
、
中
学
生
か
ら
七
十

歳
代
ま
で
の
百
三
十
人
余
り
が
籍
を

激
く
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、
国
際
貢
献
ト
ピ

ア
岡
山
構
想
丘
辺
一
す
る
嘸
日
本

ッ
ト
の
「
サ
テ
ラ
イ
ト
会
議
」

国
際
貢
献
パ

１

岡
山
に
広
が
る
国
際
貢
献

　
　
　
　
県
は
国
際
救
援
基
地
建
設
を
検
討

の
中
に
、
国
際
貢
献
に
つ
な
が
る
活

動
を
望
む
声
が
強
ま
っ
て
い
る
。
Ｋ

Ｉ
Ｏ
は
現
在
、
町
か
ら
補
助
を
受
け

て
い
ま
す
が
、
早
く
一
本
立
ち
で
き

ｱｼﾞｱ医師連絡協議金

AMDAからの

報告

ワ
ー

タ
ン
な
ど
十
五
本
の
ミ
ニ
国
旗
が
飾

ら
れ
て
い
る
町
長
室
。
片
山
町
長
は

柔
和
な
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
、
今
後

の
国
際
貢
献
の
取
り
組
み
を
語
る
。
。

　
「
加
茂
川
町
に
な
ぜ
、
国
際
貢
献

が
必
要
な
の
か
、
と
い
乏
戸
が
今
も

住
民
の
中
に
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

だ
か
、
貧
困
や
被
災
で
苦
し
む
人
々

を
思
い
や
り
、
町
ぐ
る
み
で
援
助
し

息
孤
高
い
も
の
に
す
る
。
困
っ
た

　
　
　
　
　
人
奈
肋
け
る
気
持
ち

　
　
　
　
　
を
原
点
に
し
て
、
で

　
　
　
　
　
き
る
こ
と
を
や
れ
ば

　
　
　
　
　
い
い
ん
だ
。
そ
れ
が

　
　
　
　
　
行
政
の
基
本
。
町
職

　
　
　
　
　
員
や
Ｋ
Ｉ
Ｏ
の
メ
ン

　
加
茂
川
町
だ
け
で
な
く
、
県
都
・

岡
山
市
や
県
東
部
の
和
気
町
『
県
北

の
哲
多
町
な
ど
多
く
の
自
治
体
が
国

際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
サ
ミ
ッ
ト
の
含
７
受
け

入
れ
る
な
ど
、
地
斌
づ
く
り
に
「
国

際
貢
献
」
の
視
点
奎
碍
入
し
て
い
９

農
協
や
労
働
、
宗
教
、
女
性
、
民
主

団
体
な
ｙ
ｙ
｀
）
Ａ
Ｍ
ｐ
Ａ
の
緊
急
救
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に
協
力
、
岡
山

か
ら
の
″
国
厚
八
道
援
助
乙
返
牙

し
て
い
る
。

ン/てードを訪れたＫＩＯのメ

バ
ー
は
自
己
両
足
に

陥
ら
な
い
よ
う
自
戒

し
、
頑
張
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

　
　
＊
＊
＊

＊
＊

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
岡
山
に
ま
い
た
『
国

際
貢
献
』
の
タ
ネ
は
今
、
県
民
の
叉

持
を
受
け
な
が
・
｛
夭
き
く
育
っ
て
い

る
。

　
「
国
際
貢
献
」
を
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
と
と

も
に
考
え
、
行
動
す
る
Ｉ
そ
ん
な
動

き
が
岡
山
県
下
で
広
が
っ
て
い
る
。

空
港
（
岡
山
市
屏
等
）
周
辺
に
海

外
で
９
ハ
災
幣
の
際
、
緊
皐
叉
援
物

資
な
ど
奇
輸
送
す
る
国
際
救
援
基
地

の
建
設
盃
冊
し
て
い
る
。
岡
山
県

　
二
月
式
日
に
中
国
農
南
西

北
西
部
で
大
き
な
池
餌
が
昴

老
し
ま
し
た
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
家

郎
に
は
被
災
地
か
ら
救
環
倣

戟
の
フ
ァ
ッ
ク
ス
が
数
多
く

入
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
つ
い
先
日
は
、
中
国
政
府

代表ら多数がかけつけた

校
復
旧
の
た
め
援
助
を
、
と

い
う
フ
ァ
ッ
ク
ス
が
届
き
ま

し
た
。
非
常
に
多
く
の
学
校

Ｍ
Ｓ
４
Ｑ
ｙ

ｇ
Ｓ
Ｓ

ＡＭＤＡの国連ＮＧ

で
三
月
か
ら
の
新
学
期
に
学

校
へ
行
け
な
い
孟
刄
た
く

さ
ん
い
る
よ
う
で
す
。
復
旧

に
は
日
本
ほ
ど
費
用
は
か
か

ら
な
い
そ
っ
で
ぶ
刄
苔
ん

た
ち
り
小
さ
な
傍
意
も
大
き

く
役
立
つ
と
思
い
ま
す
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
で
は
今
後
も
霖

南
脊
へ
の
援
助
を
總
け
ま

す
。
応
援
し
て
下
さ
い
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
事
務
局
ｅ
ｏ

８
６
・
２
８
４
・
７
７
３
０

航
空
笏
仙
（
会
長
・
古
賀
隆
二
岡
山

大
啜
教
授
）
と
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
も
、
国
同

外
の
災
害
時
に
岡
山
２
醗
を
基
地
に

医
薬
品
や
教
授
物
資
、
医
療
ス
タ
ッ

フ
を
緊
急
輸
送
す
る
構
想
を
溜
め
て

い
る
。

爽

世
界
が
認
め
る
国
連
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に

　
昨
年
十
二
月
二
日
夕
方
。
岡
山
市

内
の
ホ
テ
ル
に
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
ス
タ

ッ
フ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
支
援
団
体

の
代
表
ら
が
続
々
と
入
っ
た
。

　
こ
の
日
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
「
国
連
Ｎ

Ｇ
Ｏ
認
定
記
念
祝
賀
き
。
ロ
ピ
ー

に
は
認
定
文
書
の
ほ
か
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

や
菅
波
代
表
が
受
け
た
「
三
木
記
念

寅
」
ｉ
運
プ
ト
ロ
ス
・
ガ
リ
賃
」

な
ど
立
派
な
表
彰
盾
が
並
べ
ら
れ
て

い
る
。

　
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
大
嵐

評
価
高
ま
る

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

今
年
、

水
、
ア
ン
ゴ
ラ
帰
還
鮭
民
。
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
・
ス
マ
ト
ラ
賜
大
鱗
災
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
台
風
被
害
・
・
・
と
『
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
は
半
年
ほ
ど
の
聞
に
た
て
続
け
に

緊
急
救
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
こ
な
し

た
ば
か
り
。
祝
賀
会
場
に
集
ま
っ
た

約
四
百
五
十
人
が
菅
波
や
津
曲
ら
の

肩
を
叩
き
、
「
お
め
で
と
う
」
と
声

鳶
９
け
る
。
菅
波
ら
に
は
感
慨
深
い

。
喜
び
の
月
と
な
っ
た
。

　
「
国
運
Ｎ
Ｇ
Ｏ
」
に
認
定
さ
れ
た

の
は
昨
年
六
月
。
日
本
の
保
健
医
療

分
野
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
初

め
て
。
国
連
経
済
社
会
理
事
会
と
下

部
機
関
の
公
式
会
合
へ
の
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
出
席
が
許
さ
れ
、
国
連
Ｎ
Ｇ
Ｏ

・
簒
か
や
ま
は
動
く

山
陽
新
聞
賞
も
受
賞

委
員
会
の
勧
告

で
発
言
も
司
哺

に
な
っ
た
。
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
の
近
藤

祐
次
事
務
局
長

は
『
国
連
の
湯

で
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に

よ
る
″
民
間
の

主
尹
が
出
来

る
』
と
、
認
定

の
意
義
を
聡
明

す
る
。

　
こ
の
国
運
Ｎ

Ｇ
Ｏ
認
定
は
、

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の

″
受
賞
ラ
ッ
シ

ユ
’
の
皮
切
り

と
な
り
、
今
年

一
月
に
は
「
山

陽
新
聞
！
（
社

会
功
労
）
も
受

賞
。
岡
山
市
同
で
の
贈
呈
式
で
、
菅

波
は
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活
動
は
医
療
、

教
育
、
堡
緊
夭
切
に
す
る
岡
山
の

精
神
風
土
の
上
に
成
り
立
っ
て
い

る
。
そ
れ
だ
け
に
池
域
か
う
大
き
な

評
価
を
受
け
た
こ
と
は
大
変
に
光

栄
】
と
冪
ぴ
ふ
諮
っ
た
。

　
苦
し
む
人
の
お
役
に
、
と
医
療
援

助
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
岑
展
開
す
る
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
。
設
立
か
忿
一
二
年
。
そ
の
活

動
が
今
、
岡
山
で
、
必
罰
で
、
そ
し

ア
唖
界
で
評
価
さ
れ
、

輪
か
広
が
っ
て
い
る
。

　
こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
関
す
る

ご
意
見
、
ご
感
想
を
左
記
に

お
寄
せ
下
さ
い
。

　
〒
鴎
岡
山
市
柳
町
ニ
ー
】

－
ニ
Ξ
山
場
新
聞
社
広
告

局
「
ア
ム
ダ
係
」

企
画
・
制
作
山
陽
新
聞
社
広
告
局
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